
女性比率（％）
14.4
14.3
14.1

女性職員数（人）
274
272
268

総数（人）
1,902
1,809
1,903

平成14年度
平成15年度
平成16年度

表1 女性職員の登用状況（一般職）

女性比率（％）
2.5
2.5
2.6

女性職員数（人）
4
4
4

総数（人）
161
159
156

平成14年度
平成15年度
平成16年度

表2 課長以上の管理職の登用状況（一般職）
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男女平等モデル事業所づくり

横
須
賀
市
が
取
り
組
む
男
女
平
等
な
職
場
づ
く
り

だれもが生き生きと暮らせるまちに

1. 

男
女
平
等
モ
デ
ル
事
業
所

と
は

　
横
須
賀
市
役
所
は
、
性
別
に
つ
い
て
公
正

な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
た
め
に
も
、

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
職
員
だ
れ
も
が
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
、
職
業
と
家
庭･

地
域
の
生
活
が
両
立
で
き
る
職
場
を
め
ざ
し

て
、
男
女
平
等
モ
デ
ル
事
業
所
づ
く
り
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
横
須
賀
市
で
は
、
平
成
６
年
３
月
に
「
横

須
賀
市
女
性
行
政
総
合
プ
ラ
ン
（
デ
ュ
オ
プ

ラ
ン
よ
こ
す
か
）」、
平
成
12
年
12
月
に
は
、

新
た
な
基
本
計
画
、「
横
須
賀
市
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
（
デ
ュ
オ
プ
ラ
ン
よ
こ
す
かP

artII

）」

を
策
定
し
、
さ
ら
に
平
成
13
年
12
月
に
は
、

そ
れ
ら
の
諸
施
策
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、

「
横
須
賀
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
を

制
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
プ
ラ
ン
」
の
施
策
、
あ
る
い
は
、

「
条
例
」
で
は
市
の
責
務
と
と
も
に
基
本
的

施
策
と
し
て
、「
横
須
賀
市
役
所
が
男
女
平

等
の
モ
デ
ル
事
業
所
づ
く
り
」
に
取
り
組
む

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
自
ら
が
率
先

し
て
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
、
男
女
平

等
を
ど
の
よ
う
に
進
め
た
ら
よ
い
か
を
先
行

事
例
と
し
て
提
供
し
、
事
業
所
に
対
し
て
モ

デ
ル
と
な
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
市
役
所
内
に
は
性
別
に
よ
る

偏
り
が
残
っ
て
い
た
り
、
女
性
の
登
用
が
ま

だ
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
な
ど
、
多
く
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
義
務
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
、
事
業
所
内
の
男
女

平
等
に
つ
い
て
の
取
組
み
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
プ
ラ
ン
〉

方
針
Ⅱ
（
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
男
女
の
対
等

な
参
画
の
促
進
）
―
（
４
）

市
役
所
に
お
け
る
男
女
平
等
モ
デ
ル
事

業
所
づ
く
り

〈
条
例
〉

（
市
の
責
務
）
第
４
条
第
４
項

市
は
、
自
ら
が
率
先
し
て
、
男
女
共
同

参
画
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
基
本
的
施
策
）
第
８
条
第
１
項
第
７
号

市
は
、
自
ら
率
先
し
て
男
女
共
同
参
画

を
推
進
し
、
及
び
そ
の
経
過
を
公
表
す

る
こ
と
で
、
事
業
者
の
モ
デ
ル
と
な
る

よ
う
努
め
る
こ
と
。

2. 

施
策
を
進
め
る
2
つ
の
柱

　
こ
の
モ
デ
ル
事
業
所
づ
く
り
で
は
「
性
別

に
よ
る
差
別
の
な
い
職
場
づ
く
り
」
と
「
個
々

の
能
力
が
発
揮
で
き
る
職
場
づ
く
り
」
の
２

つ
を
取
り
組
み
の
柱
（
左
面
体
系
図
参
照
）

と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
掲
げ
る
施
策
を
実
施
し

て
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

★ 

性
別
に
よ
る
差
別
の
な
い
職
場
づ
く
り

（1）
男
女
平
等
に
関
し
て
職
員
の
意
識
改
革

を
図
り
ま
す
。

　
　

例
え
ば
、
男
女
平
等
に
つ
い
て
の
研
修

の
実
施
や
、
企
画
、
立
案
等
に
女
性
職

員
の
参
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
　

（2）
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
い
た
慣
習
、
慣
行
、

制
度
を
見
直
し
、
男
女
が
対
等
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
り
ま
す
。

　
　

例
え
ば
、
旧
姓
使
用
制
度
の
導
入
や
、

職
場
の
実
態
調
査
、
男
女
共
同
参
画
職

場
リ
ー
ダ
ー
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

（3）
性
差
別
に
関
す
る
相
談
体
制
を
整
備
し

ま
す
。

★ 

個
々
の
能
力
が
発
揮
で
き
る
職
場
づ
く
り

（1）
職
員
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
促
進
し

ま
す
。

　
　

具
体
的
に
は
、能
力
、適
性
に
あ
っ
た
計

画
的
な
人
材
育
成
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

（2）
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
職
員
配
置
を
し
て

い
き
ま
す
。
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
個
人

の
能
力
・
適
性
を
考
慮
し
た
職
場
配
置

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
男
女
が
対
等
に

参
画
す
る
職
場
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

そ
の
た
め
に
女
性
の
受
験
者
を
増
加
さ

せ
る
施
策
の
実
施
な
ど
を
行
い
ま
す
。

（3）
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
可
能
に
す
る
環

境
を
整
備
し
、
育
児
休
業
や
介
護
休
暇

等
を
利
用
し
や
す
い
職
場
環
境
に
し
て

い
き
ま
す
。

3. 

取
り
組
む
べ
き
課
題

　
表
１
・
２
は
、
横
須
賀
市
役
所
の
女
性
職

員
の
登
用
状
況
を
示
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
男
女
の
偏
り
を
是
正
す
る
取
り
組
み

に
は
、
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
を
市
全
体
で
取
り
組
ん

で
い
く
た
め
、
10
月
に
男
女
共
同
参
画
職
場

リ
ー
ダ
ー
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
会

議
で
は
、
各
職
場
の
課
長
ク
ラ
ス
の
職
員
を

「
男
女
共
同
参
画
職
場
リ
ー
ダ
ー
」
と
位
置

づ
け
、
次
に
挙
げ
る
「
配
慮
す
べ
き
５
つ
の

ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
、
今
後
各
職
場
で
実

践
し
て
い
き
ま
す
。

職
場
リ
ー
ダ
ー
が
配
慮
す
べ
き
5
つ
の
ポ
イ
ン
ト

１. 

事
業
実
施
の
際
に
、
男
女
共
同
参
画
社

会
形
成
に
配
慮
を
す
る
こ
と

２. 

審
議
会
委
員
等
の
登
用
の
際
に
、
性
別

構
成
に
配
慮
を
す
る
こ
と

３. 

性
別
に
か
か
わ
ら
な
い
職
員
の
登
用
・

配
置
を
行
い
、
現
状
の
偏
り
を
積
極
的

に
是
正
す
る
こ
と

４. 

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
仕
事
と
家
庭
・

地
域
生
活
と
の
両
立
を
確
保
す
る
こ
と

５. 

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
、

性
別
に
関
連
す
る
人
権
侵
害
の
防
止
に

努
め
る
こ
と

　
モ
デ
ル
事
業
所
づ
く
り
の
取
組
み
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
ニ
ュ
ー
ウ

ェ
ー
ブ
で
報
告
い
た
し
ま
す
の
で
、
男
女
共

同
参
画
課
へ
の
メ
ー
ル
や
、
ま
ち
づ
く
り
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
掲
示
板
へ
の
書
き
込
み
等
で
、

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

19.6％

22.5％

24.1％ 24.1％ 24.4％

18.0％

20.0％

22.0％

24.0％

26.0％

28.0％

30.0％

審議会委員の女性比率の変化

横須賀市役所男女平等モデル事業所づくりの体系

職員が性別による差別をされることなく、１人１人が持てる
能力を十分に発揮でき、仕事と家庭が両立できる活力ある
職場

1　性別による差別のない職場づくり

（1）職員の意識改革

①男女平等についての研修・情報提供の実施

②自由に意見の言える職場環境づくり

③企画・立案等に女性も積極的に参画

（2）ジェンダーに基づいた慣習、慣行、制度の見直し

①旧姓使用の導入

②規則、規程、要綱等の見直し

③職場の実態調査

④男女共同参画職場リーダーを設置

（3）性差別に関する相談体制の整備

①公正で、かつ確実なフォローができる相談体制づくり

②相談事例の分析、公表

2　個々の能力が発揮できる職場づくり

（1）職員のエンパワーメントの促進

能力、適性にあった計画的な人材育成

（2）バランスのとれた職員配置

①女性の受験者を増加させる施策の実施

②職員の適性を考慮した配置

（3）仕事と家庭の両立を可能にする環境の整備

①育児休業・介護休暇等を利用しやすい環境づくり

②ライフステージにあわせて選択できる柔軟な勤務体制

男女平等
モデル職場

― 

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
で

悩
ん
で
い
る
方
へ 

―

　
配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

　
保
護
命
令
の
対
象
を
、
子
供
や
離
婚
し

た
元
配
偶
者
ま
で
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

退
去
命
令
の
期
間
を
二
か
月
に
延
長
す
る

こ
と
な
ど
を
柱
と
し
た
改
正
法
が
成
立
し
、

平
成
十
六
年
十
二
月
二
日
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

○
改
正
の
主
な
内
容

　
一
　「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
」の
定
義
の

拡
大

　
二
　
保
護
命
令
制
度
の
拡
充

　
三
　
被
害
者
の
自
立
支
援
の
明
確
化 

等

　
内
閣
府
で
は
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害

者
支
援
情
報
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.g

en
d
er.

go.jp/e-vaw
/index.htm

）

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

改正 D V 法施 行に つい ての 情報


